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［成果の内容］ 
１．葉の表面から抽出した微生物の中から、生プラを分解する酵母を効率よく分離するこ

とができます。分離方法は、はじめに生プラエマルジョンと油を含む培地の上に葉の

抽出液を塗りつけ、エマルジョンを溶かす株を選びます。次に分離した菌を同じ培地

の表面に塗布し、その上に生プラ製マルチフィルムを付着させて、継時的にフィルム

の残存量を観察することで、分解力を判定します。 
２．イネの葉や籾から分解菌(Pseudozyma antarctica)が効率よく分離されました。 
３．分解菌 P.antarcticaの培養液には分解酵素が分泌され、その酵素は、生プラ [(ポリブ
チレンサクシネート(PBS), ポリブチレンサクシネート／アジペート(PBSA),ポリカプ
ロラクトン(PCL)] だけでなく、常温では生分解が難しい植物由来のプラスチックであ
るポリ乳酸(PLA)も、常温で分解します。 
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［背景と目的］ 

農業用プラスチックフィルムの廃棄量と農作業軽減のために、生プラの導入が勧められて

います。冬は生プラ分解が起きにくいので、強力な分解菌を利用した分解促進技術が必要

です。しかし、土壌から効率よく分解菌を分離する方法は開発されていません。そこで、

葉の表面構造が生プラと似ていることに着目した結果、葉から効率よく分解菌（酵母: 
Pseudozyma antarctica）を分離することができました。 

［要約］ 

各種の葉の表面には、生分解性プラスチック（生プラ）を効率よく分解する酵母が多数生

息していることがわかりました。今回分離した Pseudozyma属酵母の生プラ分解酵素は、各
種生プラと、植物由来のポリ乳酸を分解します。 

葉の表面に棲む生分解性プラスチック分解酵母 
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図２ イネから分離した酵母 P. antarctica は各種のプラスチック膜を分解し

ます。 
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図３ イネから分離した菌 P. antarctica 培養液から抽出した生プラ分解酵素

もプラスチックエマルジョンを分解します。 

図１ 葉面から生プラを分解する酵母菌を分離することができます 

 この技術は特許出願中です。 
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